
再評価 【番号３】

総合流域防災事業
二級河川苅屋川水系 苅屋川



平成16年台風23号
浸水面積：54ha
浸水戸数：2戸

苅屋川
流路延長 L=1.33km
（県管理区間）
流域面積 A=2.9km2

：H16台風23号 浸水区域

１．河川の概要

苅屋川

出水時の状況

国道５５号

県道大林那賀川阿南線

H11.6月豪雨H11.6月豪雨



阿南市那賀川町苅屋

２．事業概要

苅屋川

改修後（苅屋川）
改修前（約8m）

改修後（約28m）苅屋川 標準断面図
改修前（苅屋川）

凡 例
：今後の予定
：改修済み

計画諸元
計画規模：1/30
計画流量：45m3/s



３．整備効果

・家屋、事業所等被害
・農作物被害
・公共土木施設被害
・営業停止被害
・応急対策費用 など

費用Ｃ＝17.1億円
（現在価値化後）

（現在価値化後）

被害軽減期待額

→便益Ｂ＝72.5億円

Ｂ／Ｃ ＝ 4.2

【マニュアルによるB/C】 【その他の整備効果】

・建設費
・維持管理費（整備後50年間）

人的被害の軽減
①浸水区域内人口の減少
②浸水区域内災害時要援護者数の減少
③浸水区域内最大孤立者数の減少

医療・社会福祉施設等の機能低下による
被害軽減

①機能低下する社会福祉施設数

ライフライン停止による波及被害の軽減
①電力の停止による影響人口
②通信（固定）の停止による影響人口

交通途絶による被害

経済被害の域内・外への波及被害

水害廃棄物の処分

便益（Ｂ）

費用（Ｃ）

貨幣価値に表れない整備効果

貨幣換算可能な整備効果

※水害の被害指標分析の手引（H25試行版）平成25年7月
（国土交通省 水管理・国土保全局）による



４．その他の整備効果

出水1回当たり 12百万円の被害を軽減

経済被害の域内・外への波及被害交通途絶による被害
出水1回当たり

2百万円の被害を軽減

出水1回当たり

0.3百万円の被害を軽減

出水１回当たり被害額
＝約0.14億円

通行不能になる区間
想定される迂回路

国道55号

県道大林那賀川阿南線

貨幣価値に表れない整備効果

人的被害の軽減

医療・社会福祉施設等の機能低下
による被害軽減

社会福祉施設数 2施設

浸水区域内人口 587人

浸水区域内の災害時要援護者数 259人

最大孤立者数 133人

電力の停止による影響人口 5人

通信(固定)の停止による影響人口 5人

ライフライン停止による波及被害の軽減

→災害時の社会福祉体制の確保

→安心できる住民生活環境の確保

貨幣換算可能な整備効果

水害廃棄物の処分



■年平均被害軽減額
199百万円 374百万円⇒175百万円

５．短期的な投資効果

N

苅屋川

・那賀川出島
野鳥園

今津漁港

阿南市役所
那賀川支所

改修済区間
未改修区間

…現在解消した浸水範囲(43ha)
…現在の浸水範囲(71ha)

（シミュレーションによる計算結果）

国道５５号

県道大林那賀川阿南線

改修延長 L=1,180m

市道橋

県道橋

苅屋水門

県道阿南那賀川線

道の駅
公方の郷なかがわ

改修済延長
L=600m

残延長
L=580m

【これまでの河川整備による投資効果】

（シミュレーションによる計算結果）

事業着手時 現在の改修状況

マニュアルによる被害額の軽減

人的被害の軽減(貨幣価値に表れない効果)

■浸水区域内人口の軽減
224人 587人 ⇒ 363人

■浸水区域内の災害時要援護者数の軽減
109人 259人 ⇒ 150人

■最大孤立者数の軽減
102人 133人 ⇒ 31人

■解消した浸水面積
43ha 114ha ⇒ 71ha

これまでの河川整備により
一定の浸水被害の軽減が期待



６．河川整備によるストック効果

●農作物の生産性が向上
●防災拠点や地域振興施設の
機能が十分に発揮

観光バスが止まることも多く、
県外客からも大好評です。

店内は、観光客でいっぱいです。
（観光情報サイト阿波ナビHPより）

観光客も
立ち寄り
盛況！

苅屋川河口から上流を望む

苅屋川改修事業
の実施

地域が更に活性化
「地方創生」に寄与！


